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ゴークレ政治経済研究所

— Gokhale Institute of Politics and Economics — 

マーラッタの古祁プ，、がま，麿史的伝承の町であると

ともに，現代インドの政治的伐酌を用怠した独立運勁揺

・った。｀北西郊外にそびえる流れはてた岩l且

の項上に裔さ 2メー！、）レiこたらぬそまつな記念碑がある

が，その碑而には次のような文字が刻・まれている。「1905

年6月1坑l黎明， この地において， G・K・ゴークレは
The Servanls of lnclin Soc:ety設立の将いを立て， N・

A・ドラウィド， A・V・バ lヽツルダンおよびO・K・

デワダルをこれに加えた。」

この岩，Kの南斜i(iiに，緑の木立と花峨叫J.j1まれたゴー

クレ政治経済研究所の建物が， ・,'r敗とは忽しく対照的な
美しい小ilと界を構成し •C,.jれる者の目を統う。

I沿革

1930年iilJ立以米， D•R ・ガドギルが所・長(/)地位にあ

り，その発展の跡｀を顧みるII炉，かれの個人(l(]沿想と手肪

の影冬限が色誤く焼きつけられているのを知る。研究所(/)

設，v．I文，` j'ーナの隣接地減サタラの宜裕な弁、殴J：であっ
たR・R・カーレが建設ft金を TheSc1・vanLs of. India 
Societyに寄付したことに始まるが， このゴークレの娯

拝者カーレはガドキ加の淡父にあたる。若いかれの指i次

下にこの小さな研究所はユニークな活勁を開始する。

かれは乏しい究金の有効な活用方法を考え，プーナを

中心とする都市および殷村の実態調在にこれを集中し

た。 1933年に発表された「プーナ果実市場既在」は， it

較的等楳lに付されていたこの分野の第 1弾として学界の

注目を集めた。

此棠託済実態調在は，インドの農家経営に対応した濶

査の方法論の確立を必要としたが， 「ワイ地区における

戯家経営渕査」 (1940年）は沢料的価値が高いだけでな

く，方法論の提示という邸味をももつものであった。

主力を実隅調査［こ低いたことが，理論曲での祈究を阻

害したわけではないc たと・えば妍究較告 No.30「経済

政策と経済発展」の咎頭を飾るガドキ・ルの「第24回イン

ド経済会議諮長旅説」は，イギリスの支配下にあったiこ

もかかわらず，インドの経験に基づき西欧の経済学者迷

を批判し，客硯的な経済理綸の建設にインドのエコノミ
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ストがはたすべき役割を語った格臥齢jいものである•0 • 

ィギリス支配の終了とインド独立はこの研究所にも転

機を与えた。まず SirDorabji Tata Trustが狩金扱助

を中し出もポンペイ）｛｛政府および中央政府も補助金を

支出した。同時に研究所久クッフは，中央政府，i鳴銀行
などの爽槌する語調祖たとえばRum!Credit Survey, 

Nutionul Snmple Survey などに協力することになっ

た。また研究所の1甜際的評価が篇まるにつれ， アメリカ

()ンロックフェラー財団およびつォード財団が巨額の祢付

を行ない，このため施設の急速な拡張が可f店となった。

こうしてスクッフの充央と研究禎城の拡大が続いてい

るが，インド経済9)尖証（lり研究という創立以米の基本線

は1'tかれてきている。本年4月，ガドギ）レの61回の涎生

Hを記念して，かれの友人と弟子たらが作げた論文集の

タイトルは ClmngingIndia'というも (J)であったが，こ

れは力rI~ ギル終生の研究テーマであると同時に，かれの

作り上げたゴークレ政治径済研究所の性格を総括するに

たることばである。

II組織

現在，祈究所(})規校は人員150名，年IJJJ予符約60万）レ

ビー（邦貨：こして約45(){）万円）にまで拡大している。人

員のほぽ3分(/)Iが開査スクッフ，次の3分の 1が統計

機械室に所屈する統計家とオベレークー，残りは庶務，

図甚館勁務者および．Postgraduat邸教育関係老である。

濶企研究貝は個室または2人部屋に分版し静寂があた

りを支配している。組徹上は 5つの部に分かれている。

(1) Sir Dorabjcc T.ita Scc:tion 戯緊経済謁究を行

なっており，この中に臭業食粒者の西インド供榮調在

Unitがふくまれている。

(2)人口部。

(3) University Grail.ts Conunission Research Sections 

これは底委員会の補助金によって運営されているらので

あるが，国民所得，都市経済，股村社会学，応用統計学

にさらに細分される。

(4)経済史部 ここでは PeshwaDaltarの古文褐が

読まれている。
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(The Gokhale Institute全姐）

(5)インド経済樅造部。

若い統計家 D.B. Sardesui氏を長とする統計機械室

は最も活気がある。 2台のI.C. T.（英困製）が動いて

おり， 1949年に購入された 36columnsのものは1961年

センサス・データーの処理， 1958年批粟食根省より貸与

された 40columnsのものはの Agro-economicVillage 

Surveys & R蕊 urvcysデーターの処理を行なっている。

図杏館は研究所の付屈機関ではなく TheServants of 

India Society's Libraryであって，同協会設立の当初に

作られたものである。ダダパイ・ナオロジーなどのいわ

ゆる IndianLiberalistsや会員たらが蔵也を寄間したこ

とが必礎となって，多数の稀本，国民会議派の議事録，

束インド会社時代からのイギリス議会の BlueBook,中

央，地方政府の各種報告由が取り揃えられ，歴史，政治，

経済，社会の4分野に特化した図古館としては，インド

で最良のものの 1つである。現在，蔵杏数約8万冊，定

期刊行物の賠入600稲煩となっている。

m 網査活動と業績

開査研究成果の発表は，調査研究報告内 (l托f-Il40点）

および四季報ArLhaVijnana (1959年3月第 1号発行）

によって行なわれるが，外邸の著名人を招いて開かれる

R. R Kale記念諧演会も23回に及んでいる。

近去り）架絣としてほ，プーナおよび近猜都市の経v'f.

社会説査のほかに溜塚の経済的効果の測定， SirDorabji 

Tata S如tionが蚊初の調在として取り上げたマハラシュ

トラおよびカルナククの飢饉地帯の経済調．在などがあ

る。またV.M, Dandekar, G. J. Khudanpur両氏の保

菜立法の調査 (Working of the Bombay Tenancy 

A.ct, 1948)，面所長 N.V. Sovaniおよび N.Rath i吋氏

がオリッサ州政府の依頼を受けて実施した Hirakud多

目的ダムの経済i1，'l在（底onomicsof a Multiple-Purpose 

・一研究機関紹介·==•-=-­

River Dam, 1960)は著名である。なお N.V. Sovani氏

は長年にわたって人口問題を社会学的，経済学的tこ扱っ

ており，インフレーションの研究も行なっている。

最近の活動状況をみると，此梁食粗省の批業経済詞近

Unitが 1955~56年に行なった3つの農業実態洞迎地域

の再潤在を実施しており，人口部はRuralHealth Insti-

tuteと協力して，品村地区における家族計画に対する態

度の調査に当たっている。 UniversityGrants Cominis-

sion Sectionsでは，批産物Marketsurplusのデークー

分析，家計詞在デークーによる批村地区所得分布と消1't
支出の研究， 1901.....,53年の国民所得の長期成長分析，産

菜述関分析による成長の分析，各種実態腑在のデーター

の方法論的検討などが行なわれている。

研究所は一昨年から，煎要な社会・経済問屈を取り上

げてセミナーを開椛する企てを実行に移した。本年初頭

に行なわれた Pathsto Ecoi;:iomic Growthセミナーは

世界各地からの代表を集めた国院会議であった。

研究所は，例年10名程度の研究者；こ Researchfellow-

shipを賦与して社会科学研究の方法論に関する凋11錬を施

している。作了者で修士号や！専士号を取得する者も多い。

研究所の発展につれて，国際交流も活激化してきた。

所長ガドギルがインド代表として国際会謡にしばしば出

席するほか，瑚所長 Sovani~ま昨年アメリカの Johns

Hopkins大学の客且教授として招かれていたし，貶棠経

済部長の V.M. Dandekar t:.t，F.A.O.のスタッフと

して南アメリカおよびアフリカで調査を行なった経験を

もっている。ぞのほか国際機関や欧米の研究機関で短期

問仕事をする者，また研究生として数年にわたって留学

する者も多い。外国のエコノミスいの来訪も増え，ネパ

ー）II, セイロンからの留学生が目rl1な勉強をしている。

この傾向はますます将来怖化されることになるう。

w 所感
11炉代の変造とともに，研究所もまた変わらざるを得な

い。オールド・ゼネレーションの良き代表者である所長

ガドギルはインドの伝統的衣服 dhotiをまとい，かれの

人格は研究所のすみずみにまでゆさとどいている感じで

あるが，アメリカに留学し Weslernizeされた若手の研

究者にはかれの精神主義は辿用しにくくなっているよう

である。静滋な研究室でおのおの独自のテーマを追求す

る方式に対し，アメリカで成果を挙げつつある集団研究

方式を祁入しようとする研究員も多く，この問題に製す

る部内セミナーが行なわれたばかりである。

研究所スタッフ，研究方式いずれもが新しい時代に対

応して脱皮せねばならぬ時期が吾lj来しているのである。

（アジア経新研究所iじ外派逍R ．杉谷 滋）
ー在プーナー―

103 


